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科目ｺｰﾄﾞ 213 

科 目 名 
慢性期看護方法論 

（Chronic Care Nursing Methods） 
開講学科 看護学科 

選択区分 必修 単位数（時間） ２単位（60時間） 履修時期 ３年次前期 

担当教員 島田 美鈴、西森 旬恵、高橋 博子 科目区分 専門科目 

授業概要 
慢性疾患の特徴を理解し、疾患を抱えて生きる人への看護における知識・技術を教授する。 
慢性疾患の各事例をとおして、看護に必要な知識・技術を教授する(TＢＬ学習を含む)。 

授業目標 

慢性疾患の特性および慢性疾患を抱えて生きる成人の特徴を理解することができる。 
代表的な慢性疾患を抱えて生きる成人の事例を通して、病気の悪化予防、セルフケア、仕事・家庭

生活との両立をめざす看護方法を学ぶ。 

授業内容 

 容       内 目   項 回 担当教員 

１ 
慢性疾患を抱えて生き

る成人の理解 

慢性疾患の概念・特徴、治療の特徴 

疾病のコントロールを必要とする人の特徴 
島田美鈴 

２～６ 
循環機能障害をもつ人

への看護 

病態生理（急性増悪状態を含む）、一般的な経過、患者が体験

する問題と看護援助方法 
担当者全員

７ 
慢性疾患を抱えて生き

る成人への援助方法 
 鈴美田島 助援のへ容受病疾、助援るめ高をLOQ

８～12 
呼吸機能障害をもつ人

への看護 

病態生理（急性増悪状態を含む）、一般的な経過、患者が体験

する問題と看護援助方法 

担当者全員13 

呼吸を助ける看護技術 

インスリン療法習得に

関する看護技術 

（演習）酸素吸入、簡易インスリン注射、自己血糖測定 

14～18 
脳・神経機能障害をもつ

人への看護 

病態生理（急性増悪状態を含む）、一般的な経過、患者が体験

する問題と看護援助方法 

19 
セルフマネジメントを

促す援助 
 恵旬森西 援支的育教のへ人るいてえ抱を患疾性慢

20～24 
内部環境能障害をもつ

人への看護 

病態生理（急性増悪状態を含む）、一般的な経過、患者が体験

する問題と看護援助方法 
担当者全員

25 がん患者の看護 
がん医療・看護に関する動向、化学療法、放射線療法、手術療

法を受ける人の体験・看護 
島田美鈴 

26～30 血液腫瘍患者への看護 
病態生理（急性増悪状態を含む）、一般的な経過、患者が体験

する問題と看護援助方法 
担当者全員

成 績 評 価 方 法 
筆記試験(ミニテスト含む)60％、演習(グループ討議含む)とレポート等 40％の割合で評価

する 

教科書 
鈴木志津枝・藤田佐和「慢性期看護論」第３版（ヌーヴェルヒロカワ） 

中西純子・石川ふみよ「リハビリテーション看護論」第２版（ヌーヴェルヒロカワ） 

参考図書等 
 

備  考 
病態生理については、池松裕子ほか「急性期看護論」も参照のこと 

項目の順序の変更の可能性あり 


